
クレンペラー、カルーソー、クライバーらが活躍したチェコの歴史と伝統を誇る名門歌劇場

プラハ国立歌劇場
“モーツァルトの神髄”

モーツァルト・オペラの中で最も人気のある「魔笛」を、
モーツァルト作品を多数初演している本場・プラハの響きで味わう。

現代世界最高のピアノの巨匠

カラヤン、バーンスタイン、小澤征爾ら世界の巨匠が絶賛し、
ベルリン・フィル、ウィーン・フィルと協演

クリスチャン・ツィメルマン
ピアノ・リサイタル
“ツィメルマンのベートーヴェン”

12月2日 (月)  午後7時開演
武蔵野市民文化会館大ホール      

10月17日(木) 午後6時30分開演
武蔵野市民文化会館大ホール
※出演者などについて、万が一健康上の理由などにより変更が生じましても、払い戻しはございません。あらかじめご了承ください。

パミーナ役に新星レンカ・マチコヴァー出演！

レンカ・マチコヴァー

歌劇「魔笛」より

バーンスタイン指揮のウィーン・フィルと協演し、ベートーヴェンのピアノ協奏曲全曲を録音した
天才ピアニストが、満を持して挑むベートーヴェン芸術の極致“最後の3つのソナタ”
曲目=ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ第30番、31番、32番

Ｓ席：7000円
Ａ席：6000円

クリスチャン・ツィメルマン

魔笛モーツァルト
歌劇

（アルテ友の会には年会費1000円で入会可）

一般    S席：13500円  A席：12000円  B席：10000円  C席：8000円
会員    S席：12000円  A席：10800円  B席：9000円    C席：7200円
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●チケットのお申し込み

☎0422-54-2011
●武蔵野市民文化会館 ●武蔵野芸能劇場 ●武蔵野公会堂 ●武蔵野スイングホール
●吉祥寺シアター ●吉祥寺市政センター ●武蔵境市政センター ●中央市政センター

●チケット取り扱い窓口
公益財団法人 武蔵野文化事業団 www.musashino-culture.or. jp

武蔵野
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開館時間：午前10時～午後7時30分
休 館 日：毎月最終水曜日（祝日の場合は翌日）
               年末年始、展示替えおよび特別整理期間
入 館 料：100円（小学生以下・65歳以上・障害者は無料）

交通案内：JR、京王井の頭線 「吉祥寺駅」 中央口下車  徒歩3分

〒180-0004  武蔵野市吉祥寺本町1-8-16  コピス吉祥寺A館 7階  ☎0422-22-0385
ホームページ　http://www.musashino-culture.or.jp/a_museum/
ツ イッター  　http://twitter.com/kichi_museum

武蔵野市立吉祥寺美術館ロフト
東急百貨店

ヨドバシカメラ

コピス吉祥寺A館 7階

井ノ頭通り
吉祥寺駅

パルコ
銀行

新宿JR中央線

吉祥寺美術館

中央口

吉
祥
寺
大
通
り

吉
祥
寺
通
り

元町通り
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魅惑の女
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〈萩原英雄記念室〉

　抽象木版の巨匠として揺るぎない地位を
築いた萩原にも、女性を描いた作品は少なく
ありません。典型的な女性のイメージにこだ
わらず、創意あふれる自由な表現で描いた萩
原の女性像の魅力をご紹介します。

10月20日（日）まで

　神秘的でありながら、どことなく懐
かしさを感じさせる作品を作り出す佐
藤真生（1963－）は武蔵野市の友好都
市・山形県酒田市出身の画家です。東
京学芸大学在学中に初個展「夕映えサ
ーカス」を開催し、さらに上野の森美
術館大賞展・佳作賞も受賞。3年後に
は若手芸術家の登竜門ともいわれる
安井賞展の賞候補に選出されます。以
後、数多くの入賞を重ね、国内外で個
展も開催し続けますが、油彩画にはと
どまらず立体、映像、空間芸術へと精
力的に制作の幅を広げて活躍してい
ます。
　どこか郷愁を含みつつも、謎めいた
刺激も感じられる作品は故郷・酒田の

風景がもととなっており、また、毎年行
われる酒田市の山王祭で見た、サーカ
スや見世物の怪しく非日常的な雰囲気
や、祭りのあとの夢や幻のような感覚
を取り込んでいます。一見怪しげな世
界観のあるモチーフが描かれている作
品は日本では昔から親しまれてきたも
のであり、私たちの心の中にある故郷
の一場面を表現しているかのように思
われます。
　本展では、近年改めて求められる人
とのつながりの基本である「家」をテー
マに、作家の新作も含めて紹介します。
HOME・家族・地域・街・歴史・原点・
建築…など、「家」から連想する世界の
広がりとつながりとをご鑑賞ください。

7月27日（土）～9月8日（日）■会　期

休館日：7月31日（水）、8月28日（水）

花をめぐりて
〈浜口陽三記念室〉

　吸い込まれるような深遠の闇に咲く浜口の花
は、はかない命を暗示するかのような独特の妖し
さを放ちます。今回は他の所蔵作家の油彩画や
日本画も取り入れ、浜口の作品と対比できるかた
ちで、さまざまな花の情景をご覧いただきます。 《かわらなでしこ》1960年

《春暮譚》1992年　
財団法人本間美術館蔵

《夏至譚》1993年

《春暮譚～白い魚～》1995年

《襖絵  黄昏白象之図》2009年

《もうすぐ一年生》2011年

《貴婦人 No.12》1975年

●イベント（会期中、関連ワークショップなどを実施予定。詳細はお問い合わせください。）

記念室のご案内


